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研 究 成 果 概 要 
本研究では，発達初期の乳児がどうヒューマノイドロボットを

認知するのか，期待違反法/馴化･脱馴化法など注視時間を

測度とする乳児実験テクニックを用いて探求した．生後間もな

い乳児は，ロボットに対する先行知識をほとんど持たないと仮

定でき，乳児をターゲットとした研究はロボット（ヒューマノイド・

ロボット）に対する人間の認知様式を原初的レベルで明らかす

るこができる。 

本研究では、コミュニケーションの視点と行動の目的帰属の

視点それぞれに対応した 2 つの行動実験を行った．前者のコ

ミュニケーションに関する研究では、乳児がロボットを人間の

「話し相手」としてふさわしいと捉えているかどうかを、生後

10 ヶ月の乳児を対象として期待背反法を用いて実験を行っ

た．この実験は乳児にロボットに対する「背景知識」を与えるファミリアリゼーションフェーズと，その後のロボットが「話し相

手」として捉えているかどうかを確かめるためのテストフェーズに分けられる．被験児は３つのグループに分けられ，１つの

グループにはファミリアリゼーションフェーズでインタラクティブなロボット（ヒトと相互作用するロボット）の映像が呈示され，

別のグループにはインタラクティブでないロボットの映像が呈示された．もう１つのグループは統制群である．テストフェー

ズでは，両群の全ての乳児に，（１）人間がロボットに話しかけている場面，（２）人間が人間に話しかけている場面が呈示

され，それぞれに対する注視時間が計測された．図は，実験結果の一部をグラフで示したものである．このグラフはファミ

リアリゼーションでインタラクティブなロボットの映像が呈示された群の乳児，インタラクティブでないロボットが呈示された

群，および，コントロール群（テストフェーズのみ）の乳児それぞれの，テストフェーズにおける平均注視時間を示してい

る．図で灰色のバーはロボットに話しかけている場面，白色のバーは人間に話しかけている場面への平均注視時間に対

応する．グラフから分かるように，インタラクティブなロボットがあらかじめ呈示された乳児に関しては，話し相手が人間の

場合もロボットの場合も注視時間に差がないことが示された．また，インタラクティブでないロボットが呈示された乳児に関

しては，話し相手がロボットの場合への注視時間が人間の場合と比較して長いことが示された． この実験結果は，10ヶ月

児が，インタラクティブで「ない」ロボットに対して話しかけることは「不自然」であると捉え，インタラクティブなロボットに対し

て話しかけることは「自然」であると捉えていることを示唆している．つまり，ファミリアリゼーションで呈示された人間とロボッ

トとの相互作用の仕方が，乳児のロボットに対する捉え方に影響を与えたことになる．コミュニケーションの「相手」としての

判断には単なる外見だけでなく，インタラクティブかどうかが重要な要因として挙げられるべきであろう．行動の目的帰属

に関する研究では，生後 6.5 ヶ月児を対象として，注視時間を測度とする馴化・脱馴化法を用いて行われた．実験の結

果，6.5 ヶ月児は行為者がヒューマノイドロボットであっても，行為（ターゲットへの移動）の目的を推察可能であることを示

すものであった．この結果は，行為者がロボット（機械）であっても，とられた行動に目的を帰属できることを示唆するもの

である．先行研究と我々の実験との違いは，エージェントしての「見た目」が，人間と類似しているかどうかという点である．

このことは，ヒューマノイドロボットの外見的な要因が，行為・行動の認知に影響することを示唆している．今後，「見た目」

と「インタラクティブ性」の関係をさらに探求していくため，アンドロイドロボットを用いた研究を行っていく予定である． 
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